
「薬の町」で有名な大阪中央区道修町に鎮座する、健康・医薬の神

にまつわる「少彦名神社（神農さん）」は、虎も祀っていることでも

有名です。それは江戸末期ごろに大阪でコレラが流行した際、薬種

商たちが疫病除けの薬として「虎
ことう さ っ き う お う え ん

頭殺鬼雄黄圓」という丸薬をつく

り、無償でお守りの「張子の虎」とともに施与したことに由来するそ

うです。

その少彦名神社では毎年11月22～23日に神農祭が開催されて

おり、今年も私は行ってきました。去年は新型コロナウイルスの影響

でお参りできなかった人が多かったかもしれませんが、今年は疫病退

散や無病息災、医療系国家試験の合格祈願を願う人などがたくさん

来られていました。

私は少彦名神社の前宮司と仲良くさせてもらっており、現宮司には

メディセレ開校日の神事に来てもらいました。現宮司は当時、別の神

社で修行中の身だったにも関わらず、お手伝いで来てくださっていた

のです。ご縁があるようです。もちろん、そんなことを知る前から、毎

年メディセレスクール生の合格祈願のためにお参りに行っています。

来年は寅年ですので、よければお参りに行ってみてください。そ

して「張子の虎」を買ってお手元に置いてください。よい一年にな

るかもしれませんよ。
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